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• 原子力安全委員会の「原子力の重点安全研究計画」等に
沿って、安全規制の技術的支援のための「安全研究」を推

進する。安全研究センターを中心に、機構の研究資源を最

大限活用するため、機構内で適切に連携して実施。

• 規制支援に用いる安全研究の成果については、積極的に
情報公開するとともに、中立性・透明性を確保し、国民から

の信頼を得る。そのため、外部の有識者で構成する安全研

究審議会を設置。

原子力機構における安全研究の進め方
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独立行政法人 日本原子力研究開発機構の組織概略図
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原子力機構における安全研究組織・運営の基本的考え方

研究計画調整室

廃棄物・廃止措置安全評価研究G

核燃料ｻｲｸﾙ施設安全評価研究G

リスク評価・防災研究G

熱水力安全評価研究G

燃料安全評価研究G

機器・構造信頼性評価研究G

原子炉施設安全
評価研究ユニット
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要請 研究開発組織連携

次世代原子力シ
ステム研究開発
部門

原子力基礎 工
学研究部門

核燃料ｻｲｸﾙ 技
術開発部門

地層処分研究開
発部門

情報
交換
等

バックエンド
推進部門

施設運営組織

連携

高経年化評価・保全技術研究G（敦賀）

高度化軽水炉燃料材料研究G

平成18年4月１日新設
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軽水炉長期化
対応研究ユニット

安全研究センター

理事長

安全研究審議会

評価



原子力機構の評価及び助言体系

安全研究センター

理事長

安全研究審議会

安全研究センターに設置。
中期計画に基づく業務に関
する機構内外の評価等に
対応するため、技術的討議
を行なう。

○○部門 △△部門

意見

理事長ヒアリング
（役員会）

答申

諮問

機構としての
業務実績・
内部評価

各組織の
業務実績・内部評価

重点安全研究の中立性・透明性
を確保するため、研究評価を行
なう。
（大綱的指針等に基づく研究開
発課題の評価： 外部評価 ）

安全研究委員会

研究計画調整室

核燃料ｻｲｸﾙ施設安全評価研究G

廃棄物・廃止措置安全評価研究G

リスク評価・防災研究G

熱水力安全評価研究G

燃料安全評価研究G

構造・機器信頼性評価研究G

安全研究センター長

研究諮問会議（仮称） 経営諮問会議（仮称）
諮問

助言・提言

諮問
助言・

提言

【経営全般に関する重要事項】【研究開発の進め方に関する重要事項】

部門毎に、「研究開発・評
価委員会」を設置。

○○部門長 △△部門長

内部評価

研究開発
評価委員会

諮問

答申

内部評価
内部評価
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Ⅰ．規制システム分野

•リスク情報の活用
•事故・故障要因等の解析評価技術

•規制支援 •研究能力の涵養 •産官学の連携
•人材育成 •国際協力

重点安全研究の分野

規制支援、その他

Ⅱ．軽水炉分野

•安全評価技術
•材料劣化等の高経年化対策技術

Ⅲ．核燃料サイクル技術分野

•安全評価(臨界安全、閉込め等)技術

Ⅳ．放射性廃棄物・廃止措置分野

•高レベル放射性廃棄物の処分
•高βγ廃棄物、TRU廃棄物、ウラン廃
棄物等の処理・処分

•廃止措置技術

Ⅴ．新型炉分野

•高速増殖炉の安全評価技術

Ⅵ．放射線安全分野

•放射線リスク・影響評価技術

Ⅶ．原子力防災分野

•原子力防災技術

原子力の重点安全研究計画（平成16年7月原子力安全委員会決定）
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原子力研究開発機構における重点安全研究課題一覧

 

番号 分野 分類番号 研究課題 

Ⅰ．規制システム分野 

1 Ⅰ－１ 確率論的安全評価 (PSA)手法の高度化・開発整備 
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Ⅰ－２ 事故・故障分析、情報収集 

Ⅱ．軽水炉分野 

3 Ⅱ－１－１ 軽水炉燃料の高燃焼度化に対応した安全評価 

4 Ⅱ－１－２ 出力増強等の軽水炉利用の高度化に関する安全評価技術 
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Ⅱ－２ 材料劣化・高経年化対策技術に関する研究 

Ⅲ．核燃料サイクル施設分野 

6 Ⅲ－１－１ 核燃料サイクル施設の臨界安全性に関する研究 

7 Ⅲ－１－２ 核燃料サイクル施設の事故時放射性物質の放出・移行特性 
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Ⅲ－１－３ 核燃料サイクル施設の安全性評価に関する研究－基盤・開発研究の成果の活用－ 

Ⅳ．放射性廃棄物・廃止措置分野 

9 Ⅳ－１－１ 高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する研究（１） 

10 Ⅳ－１－２ 高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する研究（２）－開発研究の成果の活用－ 

11 Ⅳ－２ 低レベル放射性廃棄物の処分に関する研究 

12 Ⅳ－３－１ 廃止措置に係る被ばく評価に関する研究（１） 

13

 

Ⅳ－３－２ 廃止措置に係る被ばく評価に関する研究（２）－開発研究の成果の活用－ 

Ⅴ．新型炉分野 

14  Ⅴ－１ 高速増殖炉の安全評価技術に関する研究－開発研究の成果の活用－ 

Ⅵ．放射線影響分野 

15  Ⅵ－１ 放射線リスク・影響評価技術に関する研究 

Ⅶ．原子力防災分野 

16  Ⅶ－１ 原子力防災等に対する技術的支援 7

今回
対象


